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前書き

本書をよく読み、機械の正しい操作及び整備方法を理解し、事故や機械の破損を防いで下さい。

本書の寸法は全てメートル法で示します。純正交換部品、金具類を必ず使って下さい。

本書での左右は機械の前方に向かっての方向を意味します。

シリアルナンバーを本書の仕様、シリアルナンバーの欄に記入して下さい。これらの番号は販売店への

部品発注にも必要です。シリアルナンバーは機械以外の安全な場所に記録しておいて下さい。

本機の納入前に、販売店は本機を検査して最高性能を確認しております。

本機は緑地専用に設計されており、その作業対象緑地の表層に風を吹き出す専用の機械です。（指定の

方法で使用して下さい。）

その他の方法での使用は、意図した用途に反するとみなします。メーカーは誤用が原因での怪我や破損

に対して一切の責任を負いません。怪我や破損の危険性は、使用者のみが負うものとします。メーカー

が規定する運転、サービス、修理条件を厳格に遵守、履行して下さい。

本機を取り付けて人や物を輸送するような使用は許可されていません。

事故防止のため、本機はその特性全てに精通し関連の安全規定を熟知した者だけが運転、サービス、修

理するものとします。事故防止規定、その他一般に認められた安全と職業病医学に関する規則及び道路

交通法を常時遵守するものとします。

本機に許可無く勝手に改造を行なった際は、その結果としての破損や怪我に対してメーカーは一切の責

任を負いません。
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１．安全

安全情報の理解

これは安全警告のマークです。機械や取扱説明書にてこのマークを見た際は、

怪我に注意をして下さい。以下の警戒事項や安全な作業の実施を推奨します。

安全指針

本書の安全指針や機械の安全事項を全て注意深く読んで下さ

い。作業方法を習熟し、適切な操作を行なって下さい。習熟

前の作業は行なわないで下さい。

機械の適切な作業状態を保持して下さい。

防護服

採寸の合った、業務に適切で安全な服を着用して下さい。

長時間の騒音は、聴覚の損傷や難聴の原因になります。

機械騒音から適切に聴覚を守るため、不快で大きな騒音に対

して耳当てや耳栓を着用して下さい。

作業者への十分な配慮の上で、安全管理作業を行なって下さ

い。

ＰＴＯシャフト回転の周囲の確保

ＰＴＯシャフトの回転に関する障害物は大怪我、死の原因に

なります。

トラクターのマスターシールドやＰＴＯシャフトのカバーを

常時取り付けておいて下さい。シールドやカバーの回転を妨

げないようにして下さい。

採寸のあった服を着用して下さい。ＰＴＯシャフトの調整、

接続、清掃を行なう前にエンジンを止め、ＰＴＯシャフトを

停止させて下さい。

保護と防護具

常時保護と防護を行なって下さい。良好な状態にて正確かつ確実に取り付けを行なって下さい。

常に保護具や防護具を外す前に、ＰＴＯシャフトを取り外し、エンジンを止め、鍵を取り外して下さい。

手や足を本機の動作する部品へ近付けないで下さい。
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高油圧の回避

皮膚を貫通し、致命的な傷害を与える油圧を回避して下さい。

油圧回路等を取り外す前に圧力を開放し、危険を回避して下さ

い。

加圧する前に、全ての接続部を全て締めて下さい。

紙類を使用して油漏れを確認して下さい。手や体を高油圧から

防護して下さい。

事故が起きた際は、すぐに医者の診断を受けて下さい。油圧が貫通した皮膚は、数時間以内に外科手術

を受けなければ壊疽を起す可能性があります。この類の症状に慣れている専門医の指示を仰いで下さい。

油圧回路周辺の高熱回避

可燃性のあるスプレーは、油圧回路周辺の加熱や自分自身、周

囲の人へ深刻な火傷を生じさせます。溶接やはんだを油圧周り、

他の可燃性のある材料に近付けず、加熱をしないで下さい。熱

された部分が近づいた際には、油圧回路が切断されます。

溶接や加熱前の塗装剥がし

溶接はＥＮ２８７のような溶接技術検定を所持している適切な

方が行なって下さい。

有毒性を持っている可能性があるガスや灰を、避けるようにし

て下さい。

溶接やはんだや吹管を行い、塗装を熱している際に有毒ガスが

発生します。

屋外や風通しの良い場所で作業を行なって下さい。塗料や溶剤

は適切な場所に配置して下さい。

溶接や加熱前に塗料を剥がして下さい：

・塗料を磨き、摩滅してしまった際は、塵を吸い込まないようにして下さい。

・溶接の前に洗剤や水と一緒に溶剤や塗料剥がしを使用して下さい。溶剤や塗料剥がしの容器や可燃性

のあるものを付近から遠ざけて下さい。溶接や加熱から１５分間はガスが分散することがあります。
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１．１ 安全デカル

安全表示記号

本機の重要な位置に、危険の可能性を示す安全記号が付けられています。これ

に付随して、以下の各々の指針を遵守して下さい。

作業指針

本書の作業指針には、機械の安全な作業にあたって必要な事項

が全て記載されています。事故を避けるために、安全規則を遵

守して下さい。

回転角度

部品と同程度の長さまで動く可能性がありますが、危険な位置

までは動かさないで下さい。

吹き出し

エンジンが動いている間は、吹き出し部分の内側へ手を入れな

いで下さい。

吹き出しノズル

吹き出してくる物や飛来物から起こる怪我の危険性を回避する

ために、安全な作業を確保する時には十分な距離を保って下さ

い。
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ＰＴＯシャフトの回転方向と回転数

ＰＴＯシャフトの回転方向と回転数は、必ず遵守して下さい。

初回始動時は確認を行なって下さい。回転限界数を上回っては

いけません。本機に大きな損傷を与える危険性があります。

整備

整備や修理を行なう前にエンジンを切り、鍵を取り外して下さ

い。

騒音量

このデカルは、２０００/１４/ＥＣの第１３項によって指示さ

れた測定量を表記しています。

数時間使用する際は、耳あての使用を推奨します。
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１．２ 安全指針

・作業指針に関する指示に従う一方、事故防止用の全般的安全仕様及び規定にもまた注意をして下さい。

・本機を使用する前に、各装置、運転要項、機能の全てに精通することが重要です。防護具を全て正し

く取り付けていることを確認して下さい。作業中の確認では遅過ぎます。

・作業場所では、第三者の安全に責任を負う必要があります。

・本機の始動前に、周辺に人（特に子供）がいないことに注意をして下さい。視界が良好であることを

確認して下さい。

・本機の危険部位の範囲内には絶対に立ち入らないで下さい。

・エンジンを切り、ＰＴＯシャフトの回転を止めた後に、本機をトラクターへ取り付けて下さい。

・機械取り付け用に設計されたＰＴＯシャフトだけを使用して下さい。

・トラクターの操作を確実に維持するために、トラクターへの荷重を十分に保持して下さい。

・トラクターの操舵性と作業性は、作業機によって左右されます。地形や土壌条件によって運転方法を

調整して下さい。斜面での作業と旋回には特に注意して下さい。

・整備をしている間は、本機とトラクターのエンジンを切ってから行なって下さい。

・本機を始動する前に、防護具を全て取り付けて下さい。

１．３ 安全装置

安全標示要項

安全標示と以下の安全な実施やそれに類似した文章を機械へ標示させることを推奨します。できる限り

作業者から目視できる位置に貼り付けて下さい。

a）取扱説明書を熟読して下さい。

b）作業者は防護具無しで機械の作業を行なわないで下さい。

c）周囲に子供がいる際は、機械の作業を行なわないで下さい。

d）訓練を受けていない人による作業は許可されていません。

危険と注意！

安全ではない状況下では、絶対に本機を使用し

ないで下さい。

さもないと自身や周囲の人を極度の危険に巻き込むこと

になります。

⇒部品を取り外す際は、十分に注意して作業して下さい。

Ａ ＝ カバー（工具を使用して取り外します。）

Ｂ ＝ ＰＴＯシャフトの保護（工具を使用することで接続

することができます。）

Ｃ ＝ グリル（工具を使用して取り外します。）

Ｄ ＝ 吹き出し口（工具を使用して取り外します。）
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２．組み立て

２．１ 全般

警告

全ての作業時には、本機をトラクターへ取り付ける必要があります。最上部の取り付け穴にサポートの

足を差し込むことができるように、後方油圧を使用し、本機を上昇させて下さい。怪我に注意をして行

なってください。

この作業時には、手袋やゴーグルや耳あてのような防具を使用して下さい。

２．２ ボギーコンプリートの組み付け

下記の取り付け箇所で２本のフレームが支えま

す。

４ ネジ山付きの穴（Ａ）

２ 穴（Ｂ）

フレームを右向き（Ｃ）に取り付け、走行タイヤ

を後ろ向きに固定します。（８９１．４２参照）

ローラー（Ｄ）を取り付ける際は、左のサポート

スタンド（Ｅ）の下側へブレーキの取り付けを推

奨します。
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２．３ ローラーの組み付け

下記の取り付け箇所でローラーを取り付けま

す。

４ ネジ山付きの穴（Ａ）

２ 穴（Ｂ）

両側のブラケット（Ｃ）へ取り付けます。

下側から六角ボルト（Ｄ）を差し込みます。

ローラー（Ｅ）の両端にベアリングを使用し、

各々のブラケット（Ｃ）の前の穴へ２個の六角

ボルト（Ｆ）を取り付けます。

ローラーを使用際は、サポートスタンド（Ｇ）

は取り外して下さい。

ストリッピングボウルは、取り付けられている

六角ボルトとローラーの付近にブラケットに取

り付けて下さい。
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３．輸送

３．１ 全般

警告

・牽引部を使用し、安全に本機の輸送を行なって下さい。

・フォークリフトやクレーン、ホイストを十分な荷重容量下で使用して下さい。

・持ち上げている最中の本機の下には決して進入しないで下さい。落下し、命の危険性が生じます。

不適切な本機の輸送や取り付けは以下の結果を起こします。

・重度な怪我

・所有物の損傷

牽引部にて本機を持ち上げる際は、進行方向に特に注意をして下さい。

不適切な操作による結果として怪我の責任を負うことはできません。

３．２ 本機の輸送

警告

木枠を切る際は、注意をして下さい。

不要意に取り外した際は、相応の重度の危険性が生じます。

３．２．１ フォークリフトによる輸送

本機を牽引部へ安全に取り付けた際は：

・牽引部を下へフォーク部を入れて下さい（進行

方向には注意して下さい）。

・注意をして牽引部を持ち上げて下さい。

・両端を吊るした際は、輸送装置から本機を下ろ

して下さい。

・木枠を取り外して下さい。

・本機をトラクターへ取り付けて、牽引部を持ち

持ち上げて下さい。
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３．２．２ クレーンによる輸送

・トップリンクのフレーム後方の穴にロープやフ

ックを架けて下さい。

・本機を安全に吊るし、降ろして下さい。

輸送時の破損や欠品のある際は、至急輸送業者

や販売店へ報告して下さい。

３．２．３ 輸送車輌上の牽引部

警告

５．２の取り外しの項の転倒の危険性を確認して

下さい。

対角線状になるように交差させて帯を締めて下さ

い。

本機の前方の牽引部へ帯のフックを架けて下さい。

本機の方の牽引部へ帯のフックを架けて下さい。
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４．取り付け方法

４．１ 全般

警告

エンジンとＰＴＯスイッチを切った状態で機械の取り付けを行なって下さい。機械に記載されている重

大な警告や安全指針を元に実行して下さい。あなたの安全を守るためこれらの記載をよく確認して下さ

い。

トラクターの仕様に対して、エンジンの速度と回転方向（機械のデカル）を確認して下さい。エンジン

速度と機械の回転方向の設定がデカルに記載されています。

４．２ トラクターへの取り付け

標準では、３点リンクケージにて本機を取り付けます。

１．底部の両側へピン（Ａ）をロッドへ安全に取り付け

て下さい。

２．上部のトラクターの穴の形状に合わせてロッドとピン

（Ｂ）を安全に取り付けて下さい。

３．ロッドの最上部の取り付けで調整を行ないます。

備考

ブロアーが地面に対して平行に取り付けられるように気

を付けて下さい。

４．トラクターへ油圧ホースを繋いで下さい。

５．製品の仕様に沿ってユニバーサルドライブシャフトを取り付けて下さい。

４．３ ＰＴＯシャフト調整

双方のシャフトの半分から先を手に取り、最短時の位置を測標に

して長さを調整して下さい。

内側が短く、外側がカバーで均一に保護されています。

カバーの長さが同じな際は、内側を短くし外側の側面滑らせてカ

ッターで切り取って下さい。

回転させながら鋭利なバリを取り、グリスを塗布して下さい。



15

４．４ サポート

２本の足を最上部まで差し込み、スプリングクリップ

で安全に取り付けて下さい。

４．５ 走行時の安全装置

ホイールヨークの穴からピン（Ｂ）を上方向へ引き抜

いて下さい。固定する際には、最上部でピン（Ｂ）を

右に回転させて下さい。

４．６ 油圧接続

油圧レバーにて切り替えが可能な吹き出し口の回転を油圧モーターで行なうた

めに、１個の複動油圧バルブが必要です。回転動作のための油圧バルブは３種

類のコネクタがあります。油圧回路へ不純物の侵入を防ぐために、接続を行な

う前のコネクタとソケットを余すところなく清掃する必要があります。切れて

しまったり擦り傷ができないように、ホースを取り付けなければなりません。

必要であれば、ホースを適切に固定して下さい。

ブロアーを取り外す際に、汚れ防止のキャップを取り付けてダメージや汚れか

ら油圧コネクタを守ることを推奨します。
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５．取り外し方法

５．１ 全般

警告

エンジンとＰＴＯスイッチを切った状態で機械の取り付けを行なって下さい。

本機を硬く平らな平面へ接地させて下さい。

５．２ トラクターからの取り外し

・本機を上昇させて下さい。

・両側のサポートスタンドをスプリングクリップで適切な場所に差し込んで下さい。（８９１．１８参

照）

・フレームへ取り付ける時は、５．２の項目を参照して下さい。-本機の上下動には危険が伴います。

・本機を下降させて下さい。

・トラクターからＰＴＯシャフトのユニバーサルジョ

ントを取り外します。（５．４参照）

・トラクターから油圧ホースを取り外して下さい。

・本機からトップリンクを取り外して下さい。

・下部のリンクを取り外して下さい。

・本機にピンと輪止めを取り付けて下さい。

５．３ 油圧ホースの保護

・油圧ホースのコネクタへキャップを取り付けて下さ

い。

５．４ ＰＴＯシャフトの取り外し

・取り付け部分を約４５°曲げ、ブラケットを上方へ、

ピボットを前方へ引いて下さい。

・保管している間は、ピボットマウントブラケットの

中へユニバーサルＰＴＯシャフトを入れて下さい。
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５．５ ボギーコンプリートの安全性

両側の補助輪（Ａ）を後方へ向けます。ピン（Ｂ）を

少し上げて、左へ回して下さい。ピン（Ｂ）を補助輪

のヨークへ固定します。
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６．作業

６．１ 一般情報

注意

整備を行なう前に適切な防護具を身に付け、全ての機構や動作に精通することが重要です。作業をして

からでは遅過ぎます。

付属部品の周囲や、ＰＴＯシャフトを回転させる前にＰＴＯシャフトの周りの危険な範囲に誰もいない

ことを確認して下さい。

本書や全般的な安全規則、危険を予防するための規則を遵守して下さい。

前側の重量バランスを十分に安定させられるように整備を行なう必要があります。（必要に応じて、ト

ラクターの取扱説明書を読み、バランスウェイトを取り付けて下さい。）

坂路での作業は気を付けて下さい。転倒は危険です！

６．２ ＰＴＯシャフトの回転方向

本機の最大回転数は５４０回転未満と記載されています。

注意

５４０回転以上での回転数に関して、以下を強く明示しま

す。

本機のインペラーの破損が原因による回転数超過は、５％

程度（５６５回転）を許容することができます。部品が周囲に飛び散ったり、重大な怪我や本機の破損

の危険性があります。最初に使用する際は、ＰＴＯシャフトとインペラーの正しい回転方向に注意を払

って下さい。

６．３ 作業中の上昇位置

十分な平地上でのトラクターと本機の使用。

トラクターの後方油圧を使用し、三点リンクを下げて下さ

い。

確実に本機と地面を平行に設定して下さい。

６．４ 本機の回転

油圧によって本機が回転することにより、吹き出し口を左

側から右側、後方へ動作させることができます。

トラクターの仕様によって、本機回転時のコントローロバ

ルブの動作による油圧容量に注意して下さい。

ほとんどの新しいトラクターの中は、本機を円滑に回転させることのできるオイル量を保持しています。
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６．５ 吹き出しノズルの設定

調整バー(Ａ)で吹き出し口を調整することで、風向を変

更することができます。

風向を地上に対して水平にすることで、集中的な風力を

得ることができますが、風の巻き上げを増加させてしま

います。

吹き出し口が水平に設定されている際は、遠距離まで風

を供給することができます。

ナット(Ｂ)を確実に取り付けて下さい。
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７．作業

７．１ 全般

注意

本機の作業者は、作業場所内の人に対し、責任を持つ必要があります。安全なトラクターが確保できな

い際は、本機の作業を行なわないで下さい。

安全性の無いトラクターで作業を行なった際は、自分自身や他の人を危険に巻き込むことになるでしょ

う。

運転を開始する際は、常に周囲を確認して下さい。石（瓦礫や砂利）のあるような場所では作業をする

際は、飛来物を避けるために十分に安全な場所で作業を行なうことで、重大な怪我を回避することがで

きます。

ＰＴＯシャフトの停止

・トラクターのエンジンが停止している時は、スイッチを入れないで下さい。

・作業の必要がない時は、常にスイッチを切っておいて下さい。

・本機を上昇させる時は、常にスイッチを切って行なって下さい。

７．２ 作業開始

本機のモーター速度の最大値を超過しないで下さい。

備考

ＰＴＯシャフトのスイッチを入れる際は、エンジン回転数をアイドリングから半分程度まで落とすと同

時に注意深く行なって下さい。

最後に、モーター速度を希望する回転数まで上げて下さい。（最大回転数５４０）

７．３ 作業／輸送

本機を下降させて作業を行なって下さい。

作業中の本機は接地させないように調整する必要があります。これは本機が接地する際の逃げを生じさ

せます。
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８．整備

８．１ 全般

注意

・トラクターの取り付けた状態で作業を行なって下さい。

・専門の整備担当者のみが整備、修理、分解を行なって下さい。

・修理、整備、清掃を行なって不調を取り除く際は、エンジンやＰＴＯシャフトを停止させて行なって

下さい。鍵を取り外して下さい。

・遠心力により本機が動く可能性があります。その際は本機から離れて下さい。本機が停止した時のみ

作業を継続することができます。

・機械の整備だけでなく、清掃やグリスアップも行なう必要があります。作業後は洗浄し、十分に確認

を行なって下さい。

・純正部品のみを使用して下さい。

社外部品はしばしば適合せず、安全を脅かす恐れがあります。

ウィデンマンから認可をされておらず、販売されていない非純正部品の記述に関して我々は特に指摘し

ます。非純正部品を使用することで、車輌や安全性にも影響し、構造上の特性にも悪影響を及ぼします。

非純正部品の使用による破損は、製造上での保証を負うことができません。

・溶接は、溶接技術の所持者のみが作業を行なって下さい。

８．２ 定期点検

点検期間 点検場所 整備

吹き出し部分 清掃

次回の作業時の適切な作業

性を保証するために、作業後

は清掃を行なって下さい。

毎日

油圧 回転機構の組み付け

点検期間 点検場所 整備

ＰＴＯシャフト グリスアップ（８．３．１参

照）

ギア グリスアップ（８．３．２参

照）

可動部品 注油とグリスアップ

油圧 オイル量の確認

Ｖベルト 確認（８．８参照）

毎週

フレーム タイヤ空気圧の調整（８．９

参照）
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点検期間 点検場所 整備

ギア ギアオイルの交換（８．４参

照）

毎年、又は必要に応じて

本体 来期分のスプレーオイルの

常備と使用期間の最後に十

分に清掃を行なって下さい。

保管後の使用前に年間点検

を実施して下さい。

８．３ グリスアップ

８．３．１ ＰＴＯシャフト

・カバーの内側をグリスアップして下さい。

・長期保管を行なう前に、清掃とグリスアップを行なって

下さい。

・汚れが蓄積している際は、カバーを清掃し、シャフトを

防護して下さい。
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注意

作業時にサポートの位置まで後方油圧を使用して本機を上昇させることで、全ての位置にグリスアップ

を行なうことができます。

８．３．２ ギア回転

ギア回転部には反対側も含めて２箇所のグリスニップル

があります。

８．３．３ ユニバーサルジョイント

カバーを取り外し、３箇所のグリスニップルへグリスアッ

プを行なって下さい。

８．３．４ サポートホイール
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８．４ ギアオイル交換

注意

油圧オイルの漏れは肌を貫通し、重大な怪我の原因になります。

・ギアボックスの下側に廃油トレイを設置して下さい。

・ドレンスクリュー(Ａ)を取り外して下さい。

・エキゾーストフィルター(Ｂ)を取り外して下さい。

・オイルを入れる容器の中へオイルを出して下さい。

・もう一度ドレンスクリューを締めて下さい。

・作業中の高さに設定し、レベルゲージの上昇を確認しオ

イルを入れて下さい。

・法律に沿った方法で使用済みオイルを破棄して下さい。
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８．５ 清掃

空気吸入部を主に清掃を行なって下さい。

エアーコンプレッサーや高圧洗浄機を使用する際は、水や砂利等がギアやベアリングへ入らないように

清掃を行なって下さい。

８．６ 油圧接続

注意

・ホースの損傷や劣化を定期的に確認し、必要に応じて交換して下さい。

・油圧接続を取り外す前に、油圧を開放することによる危険を回避して下さい。圧力をかける前に、全

ての接続部の増し締めを行なって下さい、

・厚紙を使用し、漏れを確認して下さい。高油圧から手や体を防護して下さい。

・事故が起きた際は、すぐに医者の診断を受けて下さい。油圧が貫通した皮膚は、数時間以内に外科手

術を受けなければ壊疽を起す可能性があります。この類の症状に慣れている専門医の指示を仰いで下

さい。

８．７ 油圧回路図

８．７．１ 本機中心部
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８．８ Ｖベルト

３０分程度の作業を行なった後は、Ｖベルトの張りを確認

する必要があり、必要に応じて調整を行なって下さい。

Ｖベルトの損傷は常時確認を行なって下さい。

損傷している際は、Ｖベルトの交換を行なって下さい。Ｖ

ベルトの長さが僅かながら変わってしまうため、１本だけ

の交換は行なわないで下さい。

１．プレートを外すために、スクリュー(Ａ)を４箇所取り

外して下さい。

２．ガードパネルを取り外して下さい。

３．ナット(Ｂ)を取り外して下さい。

４．スクリュー(Ｃ)の留め具を取り外して下さい。（ベル

トプーリーと共にスクリューを下げて下さい。）

８．５ｍｍの間隔と７５Ｎにて取り付け及び調整を行なっ

て下さい。

５．ナット(Ｂ)を締めて下さい。

６．プレート上へスクリュー(Ａ)を締めて下さい。

７．ガードパネルを取り付けて下さい。

ベルトの張りが強過ぎる際は、ベアリングやベルトを

留めているスクリューの耐用年数に悪影響を及ぼし

ます。

８．９ タイヤ空気圧

作業場所に応じて、タイヤ空気圧を変更して下さい。

・舗装路や滑り易い芝や作業場所

最大値 ２．０ｐｓｉ

・作業場所に応じて、タイヤ空気圧を変更して下さい。

最小値 ０．５－１．０ｐｓｉ

タイヤの接地面を拡大し、路面に合わせて空気圧を減少

させるか、悪路の走行を避けて下さい。

備考

荷重量は変化して行きます。縁石や切り株等の障害物に対しては、速度を落とし本機を上昇させて下さ

い。さもないとタイヤが破損してしまいます。
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８．１０ 改造と純正部品の使用

本機の改造は、製造元の認可の下以外では行なわないで下さい。

純正予備部品やアクセサリーの使用により、安全性が保証されます。社外部品を使用した際の破損、故

障は責任を負うことはできません。

８．１１ 分解、処分

警告

機械を分解する際は、注意深く作業を行なって下さい。

安全と警戒の項目を読み、状況に応じて安全規則を遵守して下さい。

危険事項

・油圧部品や油圧ホース

・取り外した後の重量のある部品の落下

・鋭利な端部分

・部品が落ちた際の、下敷きになった物の破損

・転倒による破損

処分のための分解

１．堅い地面に本機を設置して下さい。

２．油圧オイルを抜いて下さい。

３．分解は最上部から順に最下部まで作業を行なって下さい。

重要

規則と法律上の危険物の管理を厳密に遵守して下さい。分解に関しては、詳細な情報を入手して下さい。
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９．装備

９．１ 標準装備

・ブロアー メガツイスター

後方三点リンク取り付け

・油圧調整角度２３０°

・サポートローラー、またはボギーコンプリートを選択可

・吹き出しノズル角度の調整

・ＰＴＯシャフト（ＰＴＯシャフト接続の項目を参照し、各々のトラクターに取り付けを行なう必要が

あります。）

・取扱説明書、保証書付き輸送申告書
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１０．仕様

１０．１．１ ボギーコンプリート取り付け時の仕様

Ａ 吹き出しノズル含む後方までの長さ...............................................................................................................１，７３０ｍｍ

Ｂ 回転部を含む右側までの長さ.........................................................................................................................１，４１５ｍｍ

Ｃ 回転部を含む左側までの長さ.........................................................................................................................１，２７６ｍｍ

Ｄ 吹き出しノズルを含まない幅............................................................................................................................１，１２７ｍｍ

Ｅ 回転部中心から吹き出しノズルを含む右側までの幅 ...................................................................................... ８０２ｍｍ

Ｆ 回転部中心から吹き出しノズルを含む左側までの幅....................................................................................... ９１０ｍｍ

Ｇ 高さ................................................................................................................................................................................ ９２５ｍｍ

Ｈ ロアーリンク取り付け部下側までの高さ................................................................................................................ ２２０ｍｍ

Ｊ ロアーリンク取り付け部上側までの高さ................................................................................................................. ２９５ｍｍ

Ｋ トップリンク取り付け部下側までの高さ ................................................................................................................. ７９５ｍｍ

Ｌ トップリンク取り付け部上側までの高さ.................................................................................................................. ８７０ｍｍ

Ｍ ＰＴＯシャフト取り付け部までの高さ...................................................................................................................... ５５５ｍｍ

本体回転角度 ............................................................................................................................................................. ２３０°

必要馬力.......................................................................................................................................................................５０馬力

ＰＴＯシャフト最大回転数.....................................................................................................................................５４０回転

タービン最大回転速度..........................................................................................................................................８４０回転

風量......................................................................................................................................................毎分３９０立方メートル

風速..................................................................................................................................................................毎秒５０メートル

重量：

本体部............................................................................................................................................................................３３４ｋｇ

ボギーコンプリート.............................................................................................................................................................. ３８ｋｇ

最大総重量................................................................................................................................................................. ３８０ｋｇ

騒音量.........................................................................................................................................................................９３ｄｂ(Ａ)

音圧量...................................................................................................................................................................... １０８ｄｂ(Ａ)
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１０．仕様

１０．１．２ ローラーサポート取り付け時の仕様

Ａ 吹き出しノズル含む後方までの長さ...............................................................................................................１，７３０ｍｍ

Ｂ 回転部を含む右側までの長さ.........................................................................................................................１，４１５ｍｍ

Ｃ 回転部を含む左側までの長さ.........................................................................................................................１，２７６ｍｍ

Ｄ 吹き出しノズルを含まない幅............................................................................................................................１，１２７ｍｍ

Ｅ 回転部中心から吹き出しノズルを含む右側までの幅 ...................................................................................... ８０２ｍｍ

Ｆ 回転部中心から吹き出しノズルを含む左側までの幅....................................................................................... ９１０ｍｍ

Ｇ 高さ................................................................................................................................................................................ ９２５ｍｍ

Ｈ ロアーリンク取り付け部下側までの高さ................................................................................................................ ２２０ｍｍ

Ｊ ロアーリンク取り付け部上側までの高さ................................................................................................................. ２９５ｍｍ

Ｋ トップリンク取り付け部下側までの高さ ................................................................................................................. ７９５ｍｍ

Ｌ トップリンク取り付け部上側までの高さ.................................................................................................................. ８７０ｍｍ

Ｍ ＰＴＯシャフト取り付け部までの高さ...................................................................................................................... ５５５ｍｍ

本体回転角度 ............................................................................................................................................................. ２３０°

必要馬力.......................................................................................................................................................................５０馬力

ＰＴＯシャフト最大回転数.....................................................................................................................................５４０回転

タービン最大回転速度..........................................................................................................................................８４０回転

風量......................................................................................................................................................毎分３９０立方メートル

風速..................................................................................................................................................................毎秒５０メートル

重量：

本体部............................................................................................................................................................................３３４ｋｇ

ローラーサポート ................................................................................................................................................................ ２６ｋｇ

最大総重量................................................................................................................................................................. ３８０ｋｇ

騒音量.........................................................................................................................................................................９３ｄｂ(Ａ)

音圧量...................................................................................................................................................................... １０８ｄｂ(Ａ)
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１０．２ キャップスクリューとボルトの締め付けトルク

特別な事例で締め付けトルクが異なる際は、上記の表を使用しないで下さい。純正部品のみ締め付けト

ルクが記載されています。定期的に締め付けの確認を行なって下さい。

故意に規定以上の力で締め付けられたボルトは切断されます。同じ仕様のボルトと交換して下さい。

締め付けるボルトやキャップスクリューはネジ山を清掃してから締め合わせることを推奨します。それ

により締め付け不良を防止します。

プラスチックへ差し込まれていたり折れた金属製のナッ

トは、チャート表の乾式の約５０％でボルトヘッドではな

くナットを使用して締め付けて下さい。のこぎり状になっ

てしまったナットは最大の締め付けトルクで締め付けて

下さい。

１０．３ シリアルナンバー

各々のシリアルナンバーは図にて明記されている箇所に

記載されています。予備部品の注文やクレーム申請の際に

この番号が必要になります。


